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ICAP2014（パリ）での広報活動報告
― 国際心理学会議 ICP2016 にむけて

心理学ワールドにて連続でお届けしておりま
す，国際心理学会議 ICP2016（2016年 7月）に
関する広報活動のご報告です。

ICP2016組織委員会は，ICAP（International

Congress of Applied Psychology 2014： 2014年
7月）にて，ブースでの広報活動を行いました。
応用心理学分野の多くの方々が集まるこの国際
会議では，100ヵ国以上から延べ 4500名強の
参加者があったと報告されました。なんと，そ
のうち 4 分の 1 以上にあたる 1200 名以上の
方々が日本の ICP2016ブースにお越しくださ
り，参加意思を問うアンケートなどにお答えい
ただいております。
今回特筆すべきは，会議に参加された多くの

日本人研究者が，積極的に広報のお手伝いをし
てくださったことです。その方たちは，パリに
は魅力的な観光地が多々あるなか，時間の許す
限りブース来訪者を心からの歓迎ムードで迎え
てくださいました。たくさんの皆様からご協力
をいただきましたので，お名前をお一人ずつ挙
げてお礼を申し上げることができないことが残
念ですが，この場を借りまして心より御礼申し
上げます。
さて，参加意思のアンケート結果に戻ります

が，図 1のように既に「参加」が上回っている
ものの，「未定」（「ICP2016に参加しますか？」

という質問に対し「no plan yet」）とお答えに
なっている方も多くいます。二年後なので未定
でも仕方がない，と思われるかもしれませんが，
実は発表申し込みまであと数ヵ月に迫ってまい
りました。この「未定」を「参加」に引き上げ
るべく，広報委員会，プロモーション委員会と
もに全力を挙げて取り組んでおり，今後とも日
本の心理学研究者の皆様からのご協力を是非お
願いしたいと考えています。そこで毎号のお願
いにはなりますが，皆様が国内外の学会・研究
会などへ参加される際は，ICP2016の Webペ
ージ（http://www.icp2016.jp/）からのプロモー
ションロゴのダウンロード，ご発表資料へのバナ
ー宣伝をお願いいたします。もちろん，友人・知
人への個人的なお声かけをお忘れなく！　また，
公式 facebookページ（https://www.facebook.

com/ICP2016）も，引き続きよろしくお願いし
ます。 （ICP2016広報副委員長　蒲池みゆき）
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図 2 ジャパンブースの様子（左）と誘導するためのフライヤー（右：北岡明佳広報副委員長作）

図 1 ICP2016 への参加意思アンケート結果（回答
人数： 1282名）


